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うちの姉妹

うちの二女は､姉はとは違う地元の小学校に通う４年生です｡

先日､家庭学習で､何やら文章を書いていました｡

｢特別なおねえちゃん｣

わたしのおねえちゃんは体になにかを持っている｡それは…………｢しょうがい｣｡おねえちゃんはふつうの人とはちがい､よ

だれをたらしている｡｢なんでわたしのおねえちゃんは…｣と､前は思っていたけど今はちがう｡わたしのおねえちゃんは｢特別｣

だった｡わたしはそんなことも知らずにいたんだ｡おねえちゃんは生きる｢大切さ｣を教えてくれる｡ほかのおねえちゃんでは教

えてくれないことも・・・｡地域の小学校にはいないけれど､おねえちゃんが４年生の時､地域の小学校に来たことがある｡わた

しは１年生｡その時､おねえちゃんはみんなといっぱい楽しんでいたと聞く｡わたしは｢バカ｣にされそうで､とてもこわかったが､

その｢楽しい｣を聞いて私はとてもうれしかった｡

でも､｢なんでよだれをたらしているんだろう…｣と思われていてもそれをかえ､みんなに｢しょうがい｣と言うことを世界じゅう

に知ってほしいです｡

わたしのおねえちゃん

いきるよろこびと

そのうれしさを教えてくれた。

思い返せば､妹が生まれた時､音に過敏な姉は､妹の存在そのものが受け入れられず､約４年間､別々の生活をしていた時

がありました｡

でも今では､妹に沢山手伝ってもらう大きな存在に｡

最近､妹は､１／２成人式で､将来どんな仕事をしてみたいか､授業で話し合ったりしている様ですが､一つ目になりたい仕

事として､障害者施設の支援員さんになりたいと語ってくれました｡

きっと､小さい時からデイサービスのスタッフさんの姿を見て思ったのかもしれませんが､…

そんな日が来る事を楽しみにしながら､今から何だか待ち遠しく思っています。
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日頃、皆様方にはご支援ご協力いただき、ありがとうございます。

一昨年、昨年と法人設立10周年のイベントでは、会員の皆さまにご協力をいただき、大変ありがとうございました。

法人設立以前、任意団体つばめっこを始めた平成15年の頃は、仙台市内に障害児放課後ケア事業所は数ヶ所し

かなく、事業所同士情報交換をしながら手探りで活動をしている状況でした。そんな当時、つばめっこに集う子どもた

ちは、以前から知っている子どもたちが多く、その子たちにいろいろな経験を積んでほしい！一緒に遊ぼう！との思

いだけで活動を始めました。

拠点となる場のないつばめっこでしたので当時の活動内容は、プール、ボウリング、キャンプ、温泉に行く、映画を

観る、遊覧船に乗るなどの外出が中心で、突然雨が降ったり、見物予定のイベントが中止になったりで急に計画が

変わることが多々ありました。が、楽しそうに遊ぶおばさんたちに付合ってくれていたのか、“またか…”とあきらめた

のか、急な変更でも子どもたちは不安定になることもなく、いつもついて来てくれていました。

今では外出活動は当り前のことですが、当時は出かける活動自体が珍しく、他事業所から心配されることもありまし

たが、毎回がとても楽しく、子どもたちには

“一緒に遊んでくれてアリガトウ!! これからも一緒に遊ぼうネ”
です。

★★★つばめっこ創設１０周年記念企画事業★★★

『～楽しい・つながり・ありがとう～』

特定非営利活動法人つばめっこ創設10周年記念の記念誌が完成しました。

記念誌には、平成28年度の「泉中央つばめっこ、栄つばめっこ、七北田つばめっこ、福室つばめっこ、つばめっこ

ハウス」の利用者やつばめっこを卒業した方々からメッセージなどが掲載されています。また、つばめっこ活動が始

まるまでに至った経緯?歴史？も掲載されています。なかなか聞けない内容になっていると思います。

他にも、記念行事として開催した「講演会」や「お出掛け」の紹介も掲載されています。

つばめっこ活動が10年を超えて取り組めていることを、記念誌を通して関係者の皆さんと喜びを分かち合えたら嬉

しいです。

そして何より、行事を成功できたことやこの記念誌を発行できたことは、つばめっこに関係する皆さんからの協力

を得られたからこそ、形になったと感じています。

紙面を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

保護者欄
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※短期入所（ショートステイ）※
『つばめっこハウス』　住所：981-3131　仙台市泉区七北田字日野123-9
　　　　　　　　　　　　　   　 TEL：022-372-0031　FAX：022-739-7236

※相談支援事業所※
『つばめっこセンター』　住所：981-3131　仙台市泉区七北田字日野123-9
　　　　　　　　　　　　　   　 TEL：022-372-0031　FAX：022-739-7236

※放課後等デイサービス※

『泉中央つばめっこ』
住所：981-3133　仙台市泉区泉中央2丁目19-10
TEL/FAX：022-371-0760

『七北田つばめっこ』
住所：981-3131　仙台市泉区七北田字日野123-9
TEL：022-372-0031　FAX：022-739-7236

『栄つばめっこ』
住所：983-0011　仙台市宮城野区栄2丁目2-19
TEL/FAX：022-786-3031

『福室つばめっこ』
住所：983-0011　仙台市宮城野区栄4丁目16-18-201
TEL/FAX：022-254-2011

＊＊ＮＰＯ会員募集＊＊

つばめっこの活動を円滑に運営するため、会員を募っています。

正会員：５,０００円（一口） 賛助会員：２,０００円（一口）

【入金先】

口座番号：七十七銀行高砂支店 普通 ９１０３２７９

名義人：トクヒ つばめっこ 理事 桑原 則子

【お問い合わせ】

〒９８１－３１３１ 宮城県仙台市泉区七北田字日野１２３－９

ＴＥＬ：０２２－３７２－００３１ ＦＡＸ：０２２－７３９－７２３６

日本舞踊指導を通して

花柳流 日本舞踊師範 花柳 寿美衡

私がつばめっこさんと関わるきっかけとなりましたのは、つばめっこの卒業生である庄司綾希子さんとの

出会いでした。

彼女が私の教室にいらしたのは小学一年生の時でした。はじめは私自身どのように気持ちを伝えればよ

いのかお稽古することに不安がありました、しかし綾希子ちゃんの「笑顔」がその不安を消してくれたのです。

着物を着るといつも“ニコニコ”、お扇子を開く事握る事、着物さばきも一つひとつ覚えてくれました。一番に

驚いたのは、日本舞踊は、三味線の「間」に合わせて、身体を動かすのですが、綾希子ちゃんは、しっかりと

その「間」を身につけるのが早いのです。

日本舞踊は昔から考えられている踊りの「型」の組み合わせから成り立ちます、「間」が取れることは自然

に「型」も体にはいり踊りを覚えることが早くなります。また覚えた踊りを人前や舞台で踊ると彼女はさらに良

い表情をするのです。

心に思ったことを舞台で表現することはとても大事であります、また稽古した踊りを踊り切ったという達成

感はその子一人ひとりを成長させてくれます。

私のような者が、皆さんに指導するということはおこがましいことですが、日本人には日本の心、日本人の

DNAがあります、日本舞踊という伝統文化を通して子供達が笑顔で着物きて、その子その子の持っているも

のを引き出せればと思考しながら、また子供達から学びながらお稽古しております。

現在泉中央木曜日の子供達に指導しております。童謡の“さくらさくら”や男の子達には力強い“白虎隊の

踊り”など楽しくお稽古しております。是非お時間のある時に体験にいらしてください。

どうぞ宜しくお願い申し上げます。

※花柳寿美衡先生のことをもっと知りたい方は、 www.sumihira.org で検索ください。

今年度も残すところわずかとなりました。28年度は、色々な新しい

活動に挑戦しました。

5月には、中野栄フリーマーケットに出店し、夏休みケアのBBQで

は流しそうめんも行いました。冬休みケアでは光のページェントを

見学した後に、宿泊体験もしました。製作としては少し困難を伴い

ましたが、ペットボトルを利用した飾り鉢も作ることが出来ました。

保護者の皆様のご理解と、ご協力に感謝いたします。

来年度も笑顔の絶えないアットホームな福室にしていきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

今年度､新1年生4名を加えた23名の子ども達と、活動をしました｡

放課後では､風鈴や鬼のお面を作ったり､杜の学び舎へお出か

け､おやつ作りなどの活動を行いました｡

長期活動では､万葉の森に行ったり､｢はまゆう｣や｢まどか｣の施

設見学にも行きました｡

また､栄では今年度より始まった土曜ケアも人気で､後半からは

福室つばめっこと合同で行い､子ども達の交流を深めることができ

ました｡

来年度もまた､｢楽しかった!!｣の笑顔があふれる活動をしていこう

と思います｡

丁寧に時を

かけて

作りました♪
忘年会は楽しかった!!

がお～。

おにだぞ～。

相談支援を担うようになってから１年が経とうとしています☆

１年って早いなぁと感じてしまう反面、この１年何をしてきたのかなぁと振り返ってしまいます…。

計画相談や基本相談の対応、関係機関との連絡調整、担当者会議の開催など…。一つのことをやり終えるごとに反省と(^^;

いろんなことがありました。

今後も、日々の反省を忘れず、人との係わり合いを大切にしながら、２年目の当センターの運営に励みたいと思います。

どうぞ、今後ともよろしくお願いいたします。

平成28年度、七北田つばめっこの皆は、パズルやUNOにサッ

カー、野球などで遊び放課後活動を満喫。それに、調理やフットサ

ル、山形へフルーツ狩り等々、盛りだくさんの長期休暇活動を堪能。

さらに、秋休みには、電車を利用して山寺へ！鉄道ファンは、車窓

から見る景色に感動していました(^^♪

まだまだ伝えきれない事がありますが、来年度も七北田つばめっ

こは、子ども達と色々な事に挑戦し、子ども達がたくさん笑顔になれ

るように、応援していきたいと思います。

平成29年度も七北田つばめっこを、よろしくお願い致します。

小さいパーツ

のパズルにも

チャレンジ！

天気が良くて

気持ち

いいね♪♪

平成２８年度より、ＮＰＯ法人の事業として土・日を利用し、月１回『日本舞踊を楽しむ会』を、花柳流 花柳

寿美衡先生、花柳弥菜先生のご指導の下、開催をいたしました。

また、花柳寿美先生には平成２７年から現在まで、月1回木曜日に放課後活動の一環として、泉中央つば

めっこに在籍する子ども達を対象に、稽古をしていただいております。

花柳寿美衡先生より、『つばめっことの出会い』『子ども達への思い』など、たくさん込められた原稿をいただ

きました。ぜひとも、ご覧ください。
日本舞踊や調理に制作、エコキャンプみちのくへのお泊りと、

楽しい活動がたくさんあった今年度も、残りわずかになりました。

そんな平成28年度を通じて、日々、上級学年に向けて、一歩一歩

“逞しく成長”していく、子ども達の様子が垣間見ることができた１

年でした。

これもひとえに、つばめっこに係わった皆様方のお陰です。

平成29年度も、子ども達が“逞しく成長”ができる場所となるよう

に、保護者の方と共に歩んで行きたいと思います。

今後とも、よろしくお願いいたします。

会員の皆様には大変お世話になっております。

現在のつばめっこハウスの開所状況ですが、変わらず週末に集中しております。また、平日の受け入れも数名行なっており

ます。

皆様には大変ご不便をおかけしておりますが、限られた人員で運営しておりますので、ご理解いただきますようお願いい

たします。

やっぺぇ

体操だ～♪

冬休みに、獅子舞

をつくりました！

呼び込み

頑張りました！


